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所
は
い
ち
早
く
働
き
方
改
革
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
に

な
る
。

　

こ
の
こ
と
が
川
上
段
階
で
働
き
方
改
革
を
進
め
れ
ば

進
め
る
ほ
ど
、
川
下
で
あ
る
建
設
現
場
の
業
務
効
率
化

を
阻
害
し
か
ね
な
い
と
い
う
中
小
規
模
の
元
請
と
専
門

工
事
業
の
懸
念
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
安
倍
政
権
が
強
く
推
進
す
る
、
新
た
な
在
留

資
格
「
特
定
技
能
」
に
よ
る
外
国
人
材
の
円
滑
か
つ
適

正
な
受
入
れ
へ
向
け
た
取
組
み
も
四
月
か
ら
始
ま
る
。

具
体
的
に
は
、「
特
定
技
能
」
創
設
を
柱
に
し
た
改
正
入

管
法
が
四
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
の
に
合
わ
せ
、
日
本
建

設
業
連
合
会
な
ど
元
請
建
設
業
団
体
と
、
実
際
に
外
国

人
材
を
受
け
入
れ
る
企
業
が
加
盟
す
る
専
門
工
事
業
団

体
ら
が
共
同
し
て
、
特
定
技
能
の
外
国
人
材
を
受
け
入

れ
る
た
め
の
活
動
を
行
う
新
法
人
を
設
立
す
る
。

　

新
法
人
は
、
円
滑
で
適
正
な
受
入
れ
を
目
的
に
し
た

建
設
分
野
の
共
同
ル
ー
ル
（
行
動
規
範
）
の
策
定
や
、

多
数
の
専
門
職
に
分
か
れ
て
い
る
職
種
や
業
界
団
体
の

調
整
、
更
に
外
国
人
材
の
日
本
へ
の
入
国
に
関
す
る
サ

ポ
ー
ト
（
海
外
現
地
機
関
と
の
調
整
、
外
国
人
の
応
募
、

試
験
・
選
考
、
受
入
れ
企
業
に
対
す
る
人
材
紹
介
な
ど
）

を
行
う
。

　

ま
た
、
四
月
か
ら
は
こ
れ
ま
で
限
定
運
用
を
し
て
い

た
「
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
」
が
本
格
稼
働

す
る
。
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
は
、
現
場
で

従
事
す
る
技
能
者
そ
れ
ぞ
れ
が
保
有
す
る
資
格
や
就
業

の
履
歴
を
、
業
界
統
一
の
ル
ー
ル
で
登
録
・
蓄
積
し
て

い
く
仕
組
み
。
技
能
者
は
自
ら
の
キ
ャ
リ
ア
を
、
技
能

推
計
値
）」、
公
共
工
事
品
質
確
保
促
進
法
（
品
確
法
）

改
正
を
柱
と
し
た
「
新
・
担
い
手
三
法
」
と
い
う
別
の

三
つ
の
カ
ギ
が
推
進
役
に
な
っ
て
い
る
。

　

端
的
に
言
え
ば
、
新
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
「
働

き
方
改
革
」「
特
定
技
能
」「
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ

ス
テ
ム
」　
│
　

の
三
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
、
そ
の
取
組

み
推
進
役
で
あ
る
「
労
務
単
価
」「
建
設
投
資
」「
新
・

担
い
手
三
法
」
を
加
え
た
六
つ
の
カ
ギ
が
そ
れ
ぞ
れ
絡

み
合
い
作
用
し
な
が
ら
、
建
設
産
業
界
を
変
革
さ
せ
る

と
い
う
構
図
だ
。

　

ま
ず
「
働
き
方
改
革
」
は
二
〇
一
八
年
の
通
常
国
会

で
政
府
が
最
重
要
法
案
と
位
置
づ
け
た
、
▽
労
働
基
準

法
▽
じ
ん
肺
法
▽
雇
用
対
策
法
（
労
働
政
策
総
合
推
進

法
に
改
題
）
▽
労
働
安
全
衛
生
法
▽
労
働
者
派
遣
法
▽

労
働
時
間
等
設
定
改
善
法
▽
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法

（
パ
ー
ト
タ
イ
ム
・
有
期
労
働
法
に
改
題
）
▽
労
働
契
約

法
　

│
　

の
八
本
の
法
律
、
い
わ
ゆ
る
「
働
き
方
改
革
関

連
法
」
が
昨
年
成
立
し
た
こ
と
で
、
各
産
業
界
が
一
気

に
動
き
出
し
た
。

者
が
所
属
す
る
専
門
工
事
業
者
は
施
工
力
を
対
外
的
に

示
す
、「
見
え
る
化
」
が
可
能
に
な
る
。
更
に
国
土
交
通

省
が
検
討
を
進
め
て
い
る
、「
建
設
技
能
者
の
能
力
評

価
制
度
」
が
構
築
・
制
度
化
さ
れ
れ
ば
、「
見
え
る
化
」

さ
れ
た
能
力
評
価
に
応
じ
て
技
能
や
経
験
に
見
合
っ
た

賃
金
支
払
い
も
よ
り
現
実
味
を
帯
び
る
な
ど
、
処
遇
改

善
の
効
果
に
期
待
が
高
ま
る
。

　

こ
の
「
働
き
方
改
革
」「
新
外
国
人
材
」「
建
設
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
連
動
し
、

「
労
務
単
価
」「
建
設
投
資
」「
担
い
手
三
法
改
正
」
と
も

密
接
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
。
そ
も
そ
も
三
月
か
ら
適

用
を
開
始
し
た
、
公
共
工
事
設
計
労
務
単
価
は
通
常
、

四
月
か
ら
の
適
用
が
改
定
の
タ
イ
ミ
ン
グ
。
前
倒
し
適

用
の
配
慮
を
し
た
新
た
な
労
務
単
価
は
、
全
国
の
全
職

種
平
均
（
単
純
平
均
値
）
で
二
〇
一
八
年
三
月
比
三
・

三
％
増
、
法
定
福
利
費
相
当
額
を
加
算
し
前
年
度
比
一 

五
・
一
％
の
大
幅
引
き
上
げ
を
し
た
二
〇
一
三
年
度
か

ら
七
年
連
続
の
上
昇
と
な
っ
た
。
ま
た
全
職
種
の
平
均

金
額
（
加
重
平
均
値
）
は
一
万
九
、三
九
二
円
で
、
単
価

の
公
表
を
開
始
し
た
一
九
九
七
年
度
以
降
で
最
高
値
と

な
っ
た
。

　

こ
の
単
価
引
き
上
げ
と
、
昨
年
末
に
閣
議
決
定
し
た

「
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の
た
め
の
３
カ
年
緊
急
対

策
」
を
背
景
に
、
二
〇
一
九
年
度
六
・
五
％
増
を
見
込
む

政
府
建
設
投
資
の
二
つ
が
、
働
き
方
改
革
や
新
外
国
人

材
拡
大
、
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
へ
の
対
応

予
算
増
と
担
い
手
三
法
改
正
ど
う
生
か
す

　

こ
の
う
ち
、
改
正
労
働
基
準
法
で
四
月
一
日
か
ら
大

企
業
で
施
行
さ
れ
る
の
が
、
罰
則
付
き
の
時
間
外
労
働

の
上
限
規
制
だ
。
建
設
業
を
営
む
建
設
企
業
は
総
務
・

管
理
部
門
含
め
所
属
部
署
に
関
係
な
く
、
適
用
が
五
年

間
猶
予
さ
れ
、
二
〇
二
四
年
四
月
か
ら
適
用
と
な
る
。

し
か
し
、
猶
予
期
間
が
あ
る
か
ら
ま
だ
大
丈
夫
と
思
う

の
は
早
計
だ
。

　

仕
事
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
、
設
計
事
務
所
や
建
設

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
い
っ
た
技
術
サ
ー
ビ
ス
業
に
は
四

月
か
ら
適
用
さ
れ
る
か
ら
だ
。
大
手
企
業
は
今
年
四
月

一
日
か
ら
、
そ
れ
以
外
は
一
年
後
の
二
〇
二
〇
年
四
月

か
ら
罰
則
付
き
の
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
が
適
用
さ

れ
る
。
今
年
四
月
か
ら
適
用
さ
れ
る
建
設
関
係
技
術
サ

ー
ビ
ス
業
の
規
模
と
内
訳
は
、資
本
金
五
、〇
〇
〇
万
円

超
か
従
業
員
数
一
〇
〇
人
超
の
「
測
量
」「
地
質
調
査
」

「
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
」「
建
築
設
計
」。
つ
ま
り
、
施

工
分
野
の
川
上
段
階
を
担
う
、
コ
ン
サ
ル
や
設
計
事
務

働
き
方
改
革
な
ど
三
つ
の
取
組
み
本
格
化

を
促
す
役
割
に
な
っ
て
い
る
。
実
際
、
建
設
経
済
研
究

所
が
一
月
末
に
公
表
し
た
二
〇
一
九
年
度
の
建
設
投
資

（
推
計
値
）
は
、
前
年
度
比
二
・
四
％
増
の
五
八
兆
二
、二 

〇
〇
億
円
で
、
公
共
投
資
増
が
建
設
市
場
を
け
ん
引
す

る
姿
を
浮
き
彫
り
に
し
た
。

　

単
価
引
き
上
げ
と
予
算
増
が
、
働
き
方
改
革
や
建
設

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
稼
働
に
伴
う
処
遇
改
善
や

生
産
性
向
上
に
必
要
な
原
資
と
し
て
建
設
業
界
が
期
待

し
て
い
る
の
は
間
違
い
な
い
。

　

た
だ
、
企
業
規
模
と
様
々
な
業
種
で
構
成
さ
れ
裾
野

が
広
い
建
設
産
業
界
に
は
、
更
に
き
め
細
か
い
支
援
が

必
要
で
も
あ
る
。
だ
か
ら
、
政
府
と
国
土
交
通
省
は
議

員
立
法
の
法
律
と
政
府
提
出
法
案
を
一
体
と
し
て
国
会

提
出
す
る
、
担
い
手
三
法
改
正
に
舵
を
切
っ
た
。

　

具
体
的
に
は
、
生
産
性
向
上
や
処
遇
改
善
な
ど
の
働

き
方
改
革
、
企
業
存
続
に
必
要
不
可
欠
な
担
い
手
確

保
・
育
成
に
、
業
界
・
個
社
そ
れ
ぞ
れ
が
取
り
組
む
た

め
の
支
援
と
し
て
、
技
術
者
配
置
要
件
の
合
理
化
や
不

当
に
短
い
工
期
の
請
負
契
約
禁
止
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ

建
設
業
法
改
正
や
、
国
の
こ
れ
ま
で
の
様
々
な
取
組
み

を
地
方
自
治
体
に
浸
透
さ
せ
る
た
め
に
、
災
害
時
や
働

き
方
改
革
・
生
産
性
向
上
な
ど
の
取
組
み
を
「
発
注
者

責
務
」
と
新
た
に
規
定
す
る
改
正
品
確
法
が
新
・
担
い

手
三
法
の
柱
だ
。

　

四
月
か
ら
始
ま
る
い
く
つ
か
の
制
度
・
枠
組
み
と
、

予
算
や
新
・
担
い
手
三
法
が
密
接
に
連
動
し
て
産
業
構

造
の
転
換
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
、
改
め
て

理
解
す
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

新
年
度
か
ら
始
ま
る
大
変
革

大
海
の
一
滴

ひ
と        

し
ず
く

に
伴
っ
て
「
平
成
」
と
い
う
現
在
の
元
号
を
改
め
る
改

元
も
行
わ
れ
る
。
四
月
か
ら
始
ま
る
二
〇
一
九
年
度
は

ま
さ
に
、「
平
成
」
が
終
わ
り
新
た
な
時
代
が
始
ま
る
年

度
で
も
あ
る
。

　

四
月
か
ら
始
ま
る
二
〇
一
九
年
度
は
、
建
設
産
業
界

に
と
っ
て
も
大
変
革
の
年
と
な
り
そ
う
だ
。
四
月
か
ら

始
ま
る
キ
ー
ワ
ー
ド
だ
け
で
も
、
罰
則
付
き
の
時
間
外

労
働
の
上
限
規
制
い
わ
ゆ
る
「
働
き
方
改
革
」、
新
た
な

在
留
資
格
で
あ
る
特
定
技
能
の
「
新
外
国
人
材
受
入

れ
」、
本
格
運
用
が
ス
タ
ー
ト
す
る
「
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア

ッ
プ
シ
ス
テ
ム
」
が
そ
れ
ぞ
れ
連
動
し
な
が
ら
、
同
時

に
ス
タ
ー
ト
す
る
。

　

新
年
度
か
ら
否
応
な
く
本
格
化
す
る
、「
働
き
方
改

革
」「
外
国
人
材
受
入
れ
拡
大
」「
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
シ
ス
テ
ム
」　
│
　

と
い
う
三
つ
の
施
策
・
キ
ー
ワ
ー

ド
は
、
七
年
連
続
上
昇
の
「
公
共
工
事
設
計
労
務
単

価
」、
回
復
傾
向
が
続
く
「
建
設
投
資
（
二
〇
一
九
年
度

〇
一
九
年
四
月
末
、
天
皇
陛
下
が
退
位
し
、
五

月
一
日
に
は
皇
太
子
殿
下
が
即
位
す
る
。
即
位
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